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表 1 移 植 時 の 苗 の 生 育
1 ま え が き

米の生産過剰により,1召和53年 から水田利用再編対策事

業が始まつているが,そ の中で,水田の総合利用による二年

三作など土地の高度利用も一層要請されて来ている。ここ

では水田総合利用の観点から,麦・飼料作物等の冬作物と

の輪換として水稲機械移植栽培を行う場合の晩植限界につ

いて,昭和52年 に試験した結果について報告する。

試 験 方 法
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移 植 時 期 :6月 15日 ,6月 25日 (以下15植,25植 と

する。)

供試 品 種 :フ ジヒカリ,アキヒカリ,ト ヨニシキ

育 苗 方 法 :箱散播中苗育苗,カ プ播ボツト育苗。播

種量は中苗で 100θ ,70′ ,カ プ播ポットで70,。 育苗日

数は 100θ 播で30日 ,40日 ,70′ 播で40日・50日 とした。

箱内施肥は,基 1巴 (成分θ/箱 )で , N・ P・ K各 15′ ,

追肥はNで 2お よび 3葉期に各 lθ とした。

育 苗管 理 :畑苗代ビニール トンネル方式をとり,1
葉期よリビニール開閉, 2葉期よリカンレイシャ被覆に替

え, 3葉期以降は無被覆とした。

本 田施 肥 :基肥 (成分均/a)で N P K各 07,

堆月巴lt。 追
'巴

は活着期 02,減分期01ん ,と した。

移 植 方 法 :中苗は機械移植,カ ブ播ボットは手植,

ヤヽずれも30‐ Xlκ″, 256れ/″ とした。

6試 験 結 果

苗の生育 :高温条件下での育苗であるため,全般的に

草丈は伸び易くなるが,15植ではほぼ20"以下に抑えるこ

とができた。生育は播種量,育苗日数では余り差はなかつ

たが,葉令には敏感で,う す播ほど葉令の進んだ乾物の大

きい苗が得られ,同一播種量ではカブ播パット程葉令,乾

物とも勝つた。25植の場合,草丈がほとんど20"以上とな

り,20"以下に抑えることは困難なようである。この場合

も薄播により葉令・乾物の増加した百が得られ,70′ 暦で

葉令 45～ 50の苗が得られている(表 1)oし かし,下

葉の第1 2葉身の結死が目立ち,移植時の生葉数は 2～

25枚程度である。以上のことから,育苗方法としては 15・

25植 とも100′ ,40日 育苗で対応可能とみられる。

注.1)フ ジヒカリの6月 25日植の育苗日数 20・ 30日
2)乾物重は100個 体当り。

晩植稲の生育様相 :晩植稲の生育型は,急激な分けつ

発生がみられ,普通植は 7月 上旬に最高分けつ期に連する

が,15植で 7月 15日 ,25植で 7月 25日 にそれぞれ最高分け

つ期となる。このときの茎数は播種量の多い程多くなる傾向

を示し,長期育苗の効果は明らかでない。移植後の葉令増

加は晩植ほど増加速度が早く,主稗の上葉葉位は15植のフ

ジヒカリで12,ア キヒヵりで14. トヨニシキで15で あり,

25植では15植 より05葉程度の減少がみられる。これらの

葉位は15植で普通植 (5月 15日 )に対してアキヒカ,は ほ

ぼ同じであり, トヨニシキでやや減少している。

出 穂 : 出穂は15植のフジヒカリ(極早生 )で 8月 11

～12日 ,アキヒカリは17～ 1,日 , トヨニシキが24～ 26日 と

なり,こ れは普通植 (5月 15日 )に比し,アキヒカリは約

17日 , トヨニシキで15日 の遅れである。25植では更に出穂

差が大きく,フ ジヒカリが 8月 17～ 18日 ,7キ ヒカリで26

～27日 , トヨ‐シキで8月 30日 ～ 9月 1日 ごろとなってい

る(表 2)。 出穂までの積算気温は,15植の極早生で 1,300

℃,早生で 1,470℃ ,中晩生が 1,600℃ であり,こ れは15

植に対し約 100℃ 少ない。25植は更に約50℃少ない積算気

温で出穂期に達している。
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成熟期と登熟 : フジヒカリの15植は出穂後47日 程度,

アキヒカリは約60日 でそれぞれ成熟期に達するが, トョニ

シキでは60日 でも達 しなかつた。2511Mの 場合はいずれも成

熟期に達 したものはなかった (表 2)。 成熟期または刈取

りまでの積算気温をみると,15植のフジヒカリが約970℃ ,

アキヒカリで 1,130℃ , トョニシキが 1,o70℃ 程度であり,

25植では約 100℃ 少ない積算気温となつている。従って,

登熟気温は15植のフジヒカリを除いていずれも20℃ 以下と

なり,ア キヒカリで183～ 187℃ , トョ‐シキは177℃ で

あり,25植は更に05～ 10℃ 程度低い条件下にあった。

しかし登熟歩合は比較的良く,ほぼ75～80%程度を維持し

表 2 本 田 の生 育 ・ 収 量

4む す び

二年三作など冬作物が導入された跡地における稲作では,

6月 15日 頃の移植で約10%(ア キヒカソ), 6月 25日 移植

で15%の 減収が予想され,こ れによる減収量は65～ 100″

であり,こ の範囲では麦作の収益で十分対応出来る量であ

ている。

収 量 : 全般にカプ播ボット移植の収量は高いが,散

播条件下では15植の トヨニンキ,25植ではアキヒカソにや

や長期育薔の効果がみられる。品種,1で はアキヒカリが多

収であるが,15植では トョニシキとの差は少ない。フジヒ

カリは15・ 25植 とも収量は少ない。これらの収量を普通植

(5月 15日 )に 比較すると,15植の散播のアキヒカソは約

90%程度,カ ブ播ボットの手植ではぼ並 となつているが,

トヨニシキは約85%程度で減収が多くなる。25植の場合は

更に減収程度が大きくなる。フジヒカリはほぼ70%で収量

が低い (表 2)。

注. 1)成熟期は全株の大部分の穂が黄化 した日とした。
2)成熟期に達 しないものは10月 25日 に刈取 りをした。
3)普通植 (5月 15日 植,中苗 トヨ=シキ )の玄米重は 651協 /aである。

るが,昭和52年 の場合は秋の好天によって登熟が大幅にカ

バーされた向きもある。これらからの推定では, 6月 15日

植程度が歩み寄れる移植時期とみられ,そ のための育苗条

件 としては,散播 100θ ,40日 育苗の早生種を用いること

により対応可能 とみられる。

品
　
　
　

種

播
　
種
　
量

育

苗

日
数

6月 15日 植 6月 25日 植

出穂期的

成熱期的 )

成 熟 期 玄
米
重

的 /a)

千
粒
重
″

登歩

熟合
(%)

出
穂
期

調・日〕

成
熟
期

01日)

成 熟 期 玄
米
重

09/a)

千
粒
重
′

登歩

熟合
(%)

稗長
C2)

穂数
休 /″ )

稗長
●2) 脇

ア
キ

ヒ
カ

リ

819
19

８２

８４

392
435

5, 3

5, 0
8 27

26 達

せ

ず

394
376

19

18

85 4

872
394
394

562
5,7

70

(カカ

８６

８３

407
415

794
81 0

ト

ヨ

ニ

シ

キ

達

せ

ず

89 5

91 8
達

せ

ず

397
394

40
50

89 8

,1 0

557
602

9 1
1

87 3

87 8
208
211

70

(カ カ

”

８６
812
81 7

1

1

ヒ
カ
リ

フ
ジ 973

796
8 18

17

達
せ
ず

7'6
768


